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【学習到達目標】

1. ネットワーク分析の基礎を習得する：物事の「関係性」をノー
ドとエッジで表現し、中心性指標を用いてキーパーソンやハブ
を発見する方法を学ぶ。

2. 地理空間情報（GIS）の多次元的表現を理解する：地図データ
に時間軸や3D表現（高さ）を加えることで、地域課題や歴史的
変遷を動的に可視化する手法を身につける。

3. デジタルアーカイブにおける3D技術の意義を学ぶ：フォトグラ
メトリなどの技術が、単なる保存を超えて「コンテキスト（文

脈）の再現」にどう寄与するかを理解する。









CSVファイル（コンマ区切り）で「歴史人物データリスト」を準備します



Flourishによる分析の例「歴史人物データリスト」

データに合わせた可視化ツールを選ぶことができます
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【課題】

1. 「私のネットワーク」の設計
自分自身、または歴史上の人物（織田信長など）を中心とした「ネットワーク図」の構想
を練ってください。「誰」がノードとなり、「どのような関係」がエッジとなるか？また、
その図において「媒介中心性」が高い（異なるグループをつなぐ）人物は誰になりそうか、
仮説を記述してください。

2. 地域資源のGIS活用案
あなたの住む地域、あるいは岐阜県内の特定のエリアを対象に、「地図に重ね合わせるこ
とで新たな発見がありそうなデータ」の組み合わせを提案してください。（例：「古地
図」×「現在の浸水被害想定区域」、「昭和の写真撮影地点」×「現在の観光ルート」な
ど）。なぜその組み合わせが有効なのか、理由も添えてください。

3. 未来のミュージアム企画
3D技術やVR、メタバースが普及した10年後の未来において、デジタルアーカイブを活用
した「全く新しい博物館の展示」を企画してください。物理的な制約（場所、保存状態、
アクセス）を取り払った時、どのような体験が可能になるか、自由な発想で記述してくだ

さい。
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